
東京都交通局汚職等非行防止委員会設置要綱

              制定 昭和５６年 ９月２６日 ５６交総第 ５５５号

              改正 昭和６３年 ６月 １日 ６３交職第 ２０８号

              改正 平成 ２年 ８月 １日  ２交総第 ７４３号

改正 平成 ３年 ３月２９日  ２交総第１４５２号

改正 平成 ８年 １月３０日  ７交総第 ９７３号

             改正 平成１０年 ４月１６日 １０交職第  ３６号

             改正 平成１８年 ４月２４日 １８交職第 １１３号

                       改正 平成２１年 ２月１９日 ２０交職第１３１１号

                       改正 平成２３年 ７月２８日 ２３交職第 ５１７号

             改正 平成２３年１０月１１日 ２３交職第 ８６２号

（設置）

第１条 東京都交通局職員（以下「職員」という。）の汚職等非行を防止するとと

もに職員の公務員としての使命感の高揚及び事業執行体制等の改善に関する方策

を策定するため、東京都交通局汚職等非行防止委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。

（構成）

第２条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は、局長をもって充てる。

３  副委員長は、次長をもって充てる。

４ 委員は、次の職にある者をもって充てる。

一 総務部長

二 職員部長

三 資産運用部長

四 電車部長

五 自動車部長

六 車両電気部長

七 建設工務部長

５ 前項の委員のほか、委員長が必要と認めるときは、臨時に委員を指名すること

ができる。

（委員長の職務等）

第３条 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

２ 委員長が事故その他の事由により不在となったときは、副委員長（副委員長が

事故その他の事由により不在となったときは、総務部長の職にある委員）がその

職務を代理する。

（会議）

第４条 委員会は、委員長が招集する。

２ 委員長は、委員以外の者を会議に出席させ、意見を述べさせることができる。

（幹事会）

第５条 委員会に委員会の審議事項を整理するため、次の職にある者をもって構成

する幹事会を置く。

一 総務部総務課長



二 職員部人事課長

三 職員部服務指導担当課長

四 資産運用部資産活用課長

五 資産運用部契約課長

六 電車部管理課長

七 自動車部管理課長

八 車両電気部管理課長

九 車両電気部車両課長

十 車両電気部電力課長

十一 建設工務部管理課長

十二 建設工務部計画改良課長

十三 建設工務部建築課長

２ 前項の幹事のほか、委員長が必要と認めるときは、臨時に幹事を指名すること

ができる。

３ 幹事会は、職員部人事課長が招集する。

（庶務）

第６条 委員会及び幹事会の庶務は、職員部人事課において処理する。

   附 則

１ この要綱は、昭和５６年９月２８日から施行する。

２ 東京都交通局汚職防止再点検委員会設置要綱（昭和５２年２月２５日５１交総

第９６８号）は、廃止する。

   附 則（昭和６３年６月 ６３交職第２０８号）

この要綱は、昭和６３年６月１日から施行する。

   附 則（平成２年８月 ２交総第７４３号）

この要綱は、昭和２年８月１日から施行する。

   附 則（平成３年３月 ２交総第１４５２号）

この要綱は、平成３年３月２９日から施行する。

   附 則（平成８年１月 ７交総第９７３号）

この要綱は、平成８年２月１日から施行する。

   附 則（平成１０年４月 １０交職第３６号）

この要綱は、平成１０年４月１６日から施行する。

    附 則（平成１８年４月 １８交職第１１３号）

この要綱は、平成１８年４月２４日から施行する。

    附 則（平成２１年２月 ２０交職第１３１１号）

この要綱は、平成２１年２月１９日から施行する。

   附 則（平成２３年７月 ２３交職第５１７号）

この要綱は、平成２３年８月１日から施行する。

   附 則（平成２３年１０月 ２３交職第８６２号）

この要綱は、平成２３年１０月１１日から施行する。


